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事業概要 

提案プログラム名 
中高齢の夫婦対象のお互いを理解するセミナー「e-fuf」開催 

（下記①） 

事業概要 

（概要、場所、経費） 

事業概要：集合あるいは Web による教育セミナー事業 

① 「e-fuf」1 日セミナー（男性・女性の物の見方・考え方の 

違いを理解し中高年夫婦が目的をもって次のステージに 

向かえるようにする…①の内容をコアとして②③を実施） 

② 企業の階層教育としての男女間のコミュニケーション教育 

③ 定年・再雇用者対象「夫婦で起業する」4 ヵ月セミナー 

開催場所：①貸会議室、②③企業内会議室 

経費：単位 円 

 貸会議室 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ等借用 教材作成 1 ｺｰｽ計 

① 20,000/日 5,000 円/日 10,000 円 35,000 円 

② 社内会議室 社内のものを使用 5,000 円 5,000 円 

③ 20,000/日×4 5,000 円/日×4 10,000 円 110,000 円 

※Web（Zoom）で実施の場合：会議室費に代わり 73,900 円／年 

（100 名まで）のライセンス費用を Zoom 社に支払い 

事業に期待する効果 

人生 100 歳時代を踏まえて、 

１．近年増加している中高齢夫婦の離婚防止 

（出典元：厚生労働省 平成 30 年 我が国の人口動態における 

「夫・妻の年齢階級別にみた離婚件数構成割合の年次推移」 

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/81-1a2.pdf」P.35 

文末に表を添付） 

２．受講者が男女の物の見方・考え方の違いを理解できること 

で男性・女性間に限らず年代間、障がい者と健常者、難病、

LGBT など、多様性に理解のある社会作りの一助になる 

３．中高齢者の健康増進が図れることで、社会保障制度に頼る 

だけの高齢者が減少する 

４．高齢者自身が社会問題への取り組みのための戦力となり、 

ボランティア、寄付・遺贈などの支援の可能性が拡がる 

mailto:seki@appefull.com
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/81-1a2.pdf


団体概要 

団体概要：株式会社あぴふる 

主な活動：2019 年 4 月 1 日創業 
標記セミナー実施 
自ら高齢者として初の起業を体験 

期待するリソース 

１．セミナー開催のための会場（会議室）の確保 

２．セミナー開催のための投影・音響機器の確保 

３．Web でのセミナー開催のためのシステム活用 

  （現状では Zoom ウェビナーを想定） 

４．Web でのセミナー後日配信のための動画作成 

  （Youtube を想定） 

５．集客のために情報提供を行なうホームページ作成、 

  パンフレット作成、実施内容広報のための動画作成 

６．継続してセミナーを開催するための課金システム構築 

  （受講費用および受講後の情報提供メーリングリスト） 

７．セミナー開催者を増やすための契約書作成 

（司法書士または弁護士に相談） 

８．「事業概要」欄②の階層教育実施企業への試行機会 

９．これが一番重要であるが… 

   そもそも自分が問題であることを気づいていない人を 

   このセミナーを呼ぶ手段・アイデア 

スケジュール 

事業スケジュール 

2019 年 9 月～12 月 「e-fuf」セミナー投影用教材作成 

企業訪問をして説明と情報収集 

2020 年 1 月～3 月 セミナー体験コース開催 

             企業・団体での紹介コース開催 

2020 年 4 月  個人向けセミナーへの集客と開催 

          企業向けプログラム開発と提案 

2020 年 5 月  企業向け階層教育実施 

 


